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小
学
校
は
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
、
中

学
校
は
二
十
四
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ

る
「
新
学
習
指
導
要
領
」
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。
一
部
は
、
来
年
度
か
ら
先
行

実
施
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
継
続
し
て「
新
学
習
指
導
要
領
」を
理
解

す
る
た
め
に
研
修
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
に
実
施
し
た
研
修
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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①
今
求
め
ら
れ
る
学
力
と
は

②
新
教
育
課
程
と
こ
れ
か
ら
の
学
校
園
の

　

あ
り
方

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

①
今
求
め
ら
れ
る
学
力
と
読
書

②
新
学
習
指
導
要
領
実
施
に
向
け
て
学
校

　

を
組
織
と
し
て
活
か
す
に
は

ネ
ッ
ト
に
お
け
る
エ
チ
ケ
ッ
ト（
ネ
チ
ケ

ッ
ト
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）に
つ
い
て
も
、

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学
力
の
定
着
を

図
る
た
め
、
ま
た
現
状
の
教
育
的
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
講
演
や

具
体
的
な
演
習
を
通
し
て
、
授
業
力
や
対

応
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

確
か
な
理
論
を
学
び
、
授
業
を
構
想
し
、

展
開
し
、
省
察
す
る
サ
イ
ク
ル
の
確
立
を

目
指
し
ま
す
。

　

視
野
が
狭
く
な
り
が
ち
な
現
状
が
あ
る

た
め
、
広
く
教
養
を
高
め
る
意
味
か
ら
、

社
会
人
と
し
て
必
要
な
知
識
を
得
る
た
め

の
研
修
を
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�

①
い
よ
い
よ
始
ま
る
裁
判
員
制
度

②
心
が
健
康
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

�
�
�
�

①
南
の
島
の
教
育
・
文
化
・
生
活
事
情

②
教
職
員
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

③
多
文
化
共
生
と
男
女
共
同
参
画
社
会
作
り
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教
職
員
の
情
報
機
器
に
関
す
る
見
識
を

高
め
、
よ
り
有
効
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
活
用
で
き
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
、
夏

季
休
業
中
お
よ
び
二
学
期
・
三
学
期
に
講

座
を
組
み
、
研
修
し
ま
す
。

　

学
校
現
場
で
必
須
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

中
心
に
、
画
像
・
ビ
デ
オ
・
音
楽
編
集
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
も
行
い
ま
す
。

　

回
数
に
し
て
三
十
講
座
に
延
べ
二
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
研
修
の
予
定
に
は
、
イ
ン
タ
ー
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����　①初任者研修（心構え・生徒指導について）
����　①おもしろ理科実験＆基礎講座
　　　　②単元構想の組み立て方
　　　　　　～《演習》国語科の学習指導案づくりを通して～
　　　　③子どものやる気を引き出す体育授業
　　　　④子どものシグナル見えますか？
　　　　⑤楽しく英語活動（１）・（２）
　　　　⑥学校園の野菜作り（10）　～野菜作り総集編～
����　①人権教育
　　　　②子どものために手をつなぐ
　　　　　　～学校への無理難題要求のウラにあるもの～
　　　　③能狂言の特徴とことば　～「清水」の実演～
　　　　④ものの見方を育てる自然
　　　　⑤初任者研修（道徳の授業案作成演習）
　　　　⑥心に響く道徳授業
　　　　⑦子どもと本と学びをつなぐブックトークの実際
　　　　　　～生きた学校図書館へ変身～
����　①自然に興味関心を持たせるために
　　　　②子どもが意欲的に取り組む算数学習の創造
�����　①学校を会場に「対話力を育てる国語科授業の創造」
　　　　②学校を会場とした「指揮法研修講座（１）・（２）」
�����　①初任者研修（授業研究会）
　　　　②学校を会場とした「指揮法研修講座（３）」
　　　　③学校を会場とした「体育科（ボール運動）研修講座」
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個
人
市
･
県
民
税
の
、
住

　
　
　
　
　
　

宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
 �
　

個
人
市
・
県
民
税
で
は
、

　
　
　
　
　
　

現
に
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

　
　
　
　
　
　

控
除
を
受
け
て
い
る
か
た

（
平
成
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
十
八
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
入
居
し
た
住
宅
の
ロ
ー

ン
が
対
象
）で
、税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
が

減
少
し
、
そ
れ
に
よ
り
所
得
税
か
ら
控
除
し

き
れ
な
く
な
っ
た
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
あ

る
か
た
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
二

十
八
年
度
ま
で
の
間
、住
宅
ロ
ー
ン
控
除（
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
）が
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
、
期
限
ま
で
に

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
申
告
書（
市
区
町

村
で
配
布
）を
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

る
か
た
は
税
務
署
へ
、
確
定
申
告
を
さ
れ
な

い
か
た
は
源
泉
徴
収
票
と
と
も
に
お
住
ま
い

の
市
区
町
村
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
二
十
一
年
度
の
提
出
期
限
は
、
三
月

　

十
六
日（
月
）で
す
。
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���　３月21日（土）午後３時開演（２
時開場）　���　ルナ・ホール　���
アロージャズオーケストラ、坂本スミ子
���　前売3,500円当日4,000円＜全席
指定＞　���　エル・クンバンチェロ
／たそがれの御堂筋／夢で会いましょう
／ アドロほか　��������　市民
センター事務所、市役所内売店、市民セン
ター内グリル業平、ローソン・チケット
（Ｌコード58458）　※好評発売中 ��������	
��
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�����������

�

�������	
��������

����

����������������

����������

�

����
��������	
�������������
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���
　総合公園陸上競技場には、日ごろからたっぷりと愛情を
込めて、ていねいに管理された天然芝があります。
　普段は有料ゾーンですが、上記日程は“無料開放デー”と
して楽しんでいただけます。
　幼児の遠足など、皆さんでご利用ください。
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���　３月12日～４月23日（木）午前10時～11時30分＜全７回＞　���
市民センター301室　���　「街の文化とは…」・「芦屋まちかど学」園田学
園女子大学教授・田辺眞人氏／「六甲山タイムトラベル」神戸大学教授・宮田
隆夫氏ほか　���　60人　����　1,500円

�������	��������	�

���　３月６日～３月27日（金）午前10時～11時30分＜全３回＞　���
市民センター 215室　���　700ｇの粘土を使って、花瓶・カップ・小皿な
どの希望の小物を作る　���　20人　����　2,200円（材料費含む）

　��������
　　はがきかファクスに、希望講座名・住所・氏名・電話番号を記入し、２月
　23日（月）までに公民館へ　※市内在住のかたを優先します。
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���　ヨドコウ迎賓館と谷崎潤一郎記念館の両館で入場割引チケットを
600円で発売（通常800円）　�������	
�３月１日～22日（利用期
間中なら、両館別の日でも使用可能）　�������　３月22日（日）まで
に、両館で
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���　２月25日～３月22日＜月曜休館・最終日午後３時30分まで＞　�
���書家であり墨彩画家である安川眞慈の「書」と「画」の調和が生み出す、
ひな祭り・お節句にちなんだ作品の展示　����　300円

��������������	
���

���　２月26日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　���　小
川洋子著「妊娠カレンダー」を、挽きたてのコーヒーとともに鑑賞　���
作家・柳谷郁子氏����　20人　����　2,300円　�����　上記へ
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　ひったくり・痴漢・暴漢…、「自分だけは大丈夫」と思っていませんか？
　そのすきに、犯罪は忍び寄ります。いざという時に備え、自分の身は自分
で守るという心構えについて、一緒に学びましょう。

���　３月４日（水）午前10時～正午　���　上宮川文
化センター３階ホール　���　芦屋警察署生活安全課長・
県警本部術科指導担当者　���　30人　�����　
２歳以上就学前の幼児・先着８人。１人300円　�����
電話・はがき・ファクス・Ｅメールか窓口へ、住所・氏名・電話
（ファクス）番号・（一時保育希望の場合は子どもの名前・生
年月日）を記入し、男女共同参画センターへ　
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　盲目のバリトン歌手・時田直也さんをゲスト
に迎え、元気が出る音楽会をお届けします。
���　２月25日（水）午後１時30分～３時20分
���　ルナ・ホール　
���　六車智香（ソプラノ）
　　　　時田直也（バリトン）
　　　　金子正樹（ピアノ）　
���　Amazing Grace／千の風になってほか
����　500円
�����　直接会場へ �����
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　阪神南地域ビジョン委員会が中心となって、下記のとおり「阪神南地域夢会議」を開催し
ます。目指すべき地域の将来像（ビジョン）を、県民と行政が協働で実現するための意見交換
の場です。お気軽にご参加ください。
�����　３月８日（日）午後１時～４時10分
�����　市民センター多目的ホール
�� � �　支え合う絆づくり　～阪神南の人と地域を元気に！～
�����　先着120人
�����　応募用紙を送付しますので、２月25日（水）までに上記へ

�������	
����������

　“元気あふれる阪神南地域づくり”に、参加しませんか。市民がいきいきと主体的に活動す
る「阪神市民文化社会」の実現に向け、ともに考え、一緒に取り組んでいきましょう。
�����　100人程度
�����　２年（４月１日～平成23年３月31日）
�����　応募用紙を送付しますので、２月27日（金）までに上記へ
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　市内の幼稚園児と小・中学
生の絵画・立体展《入場無料》
���　２月28日～３月８日
＜月曜日休館＞午前10時～午
後５時（入館４時30分まで）
���　美術博物館

�������	
�

���　２月20日（金）午
後１時30分～３時　��
�　美術博物館講義室
���　歌・加藤純子、ピ
アノ・沖倫子、Ｉ  LOVE 
ASHIYA　����　要
入館料　※歌集のないか
たは、歌集代（『愛唱名歌』
野ばら社）1,000円が必要
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市
で
は
、
生
涯
学
習

を
推
進
す
る
た
め
、
平

成
五
年
三
月
に
策
定
し

た「
芦
屋
市
生
涯
学
習

推
進
基
本
構
想
」に
基

づ
き
、生
涯
学
習
社
会

の
実
現
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
そ
の
後

社
会
の
状
況
は
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、「
基
本

構
想
」も
変
化
に
対
応

し
、
生
涯
学
習
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
し
て
い

く
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は

こ
の
た
び「
基
本
構
想
」

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
「
芦
屋
市
生
涯
学
習

推
進
基
本
構
想
素
案
策

定
委
員
会
」で
の
意
見

や
、「
生
涯
学
習
に
関
す

る
意
識
調
査
」の
結
果

等
を
踏
ま
え
、「
第
二
次

芦
屋
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
構
想（
案
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
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二
月
二
十
五
日
〜

　

三
月
二
十
四
日
∧
必
着
の
こ
と
∨

�
�
�
�
�
　

二
月
十
五
日（
日
）か
ら
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
行
政
情
報
コ
ー

　

ナ
ー
、
市
内
集
会
所
、
ラ
ポ
ル
テ
市
民

　

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
生
涯
学
習
課
で

�
�
�
�
�
　

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
住

　

所
・
氏
名（
団
体
名
・
代
表
者
氏
名
）・

　

電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク

　

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は
持
参
で
生
涯

　

学
習
課
へ

※
電
話
、
窓
口
で
の
口
頭
に
よ
る
ご
意
見

　

は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
ご
意
見
は
、

　

市
の
見
解
と
と
も
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

等
で
公
表（
氏
名
等
は
非
公
開
）す
る
予

　

定
で
す
。
個
別
の
回

　

答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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